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中国古典文化講座

夕陽と煙雨

講師 | 道坂 昭廣 氏

京都大学大学院人間・環境学研究科 教授

日時 | 2018年9月8日（土）午前10：00～11：30（9:30～受付開始）

場所 | 立命館孔子学院講義室（国際平和ミュージアム2階）

富強を誇った大唐帝国も安禄山の乱後、衰退に向かった。華やかに
高揚した心情を歌う盛唐詩、政治を担当する階層としての自覚と自信
を反映する中唐詩に対し、晩唐の詩は繊細とされる。晩唐を代表する
詩人が李商隠と杜牧である。「夕陽は無限に好し、只だ是れ黄昏に近
し」と詠った李商隠、「南朝四百八十寺、多少の楼台煙雨の中」と歌
った杜牧、前者は感傷的、後者は叙情的と評される。しかしその詩の
底にはともに「やるせなさ」が感じられる。盛唐詩のような威勢の良
さはないが、一人の人間の表白として、晩唐の詩には現代の我々が共
感できる感情が表現されている。今回は、二人の詩人の作品を中心に
、晩唐詩を読んでみたい。

1985年 京都大学大学院文学研究科修士課程修了
1988年 京都大学大学院文学研究科博士課程中退
2016年 博士（文学）京都大学
三重大学講師・助教授を経て、
1999年 京都大学大学院人間・環境学研究科准教授
2012年 京都大学同教授

火曜日～土曜日10:00～17:00（11:30～12:30はお昼休み）
日、月、祝はお休み、その他夏季、年末年始は休業します

—晩唐の詩人・李商隠と杜牧—


